
計画量 実績 計画量 実績 計画量 実績見込

【基本目標Ⅰ】　心のバリアフリーと権利擁護の推進

(令和３年度)
「心のバリアフリー事業者講習会」中
止。
代替として障害者差別解消法の啓発動画
作成。ＣＡＴＶやYoutube台東区公式チャ
ンネルで放映・配信。
(令和４年度)
動画配信形式にて講習会実施。Youtube台
東区公式チャンネルで放映・配信

障害福祉課

区立小中学校幼稚園ＰＴＡを対象とした
人権尊重教育研修会、人権ハンドブッ
ク、広報たいとう、区公式ホームページ
などで周知・啓発

人権・男女共同参画課
（現・人権・多様性推進

課）

障害者週間等における講演
会等

実施 実施 実施 実施 実施 実施

(令和３年度)
障害者週間講演会（YouTube配信）実施
(令和４年度)
障害者週間講演会（YouTube配信）実施

◎達成 障害福祉課

(令和３年度・令和４年度)
区公式ホームページにおける周知
成人式における普及啓発グッズ配布
ハローワーク主催「障害者雇用支援セミ
ナー」において障害者差別解消法の説明
(令和５年度）
同内容で実施予定

障害福祉課

区立小中学校幼稚園ＰＴＡを対象とした
人権尊重教育研修会、人権ハンドブッ
ク、広報たいとう、区公式ホームページ
などで周知・啓発

人権・男女共同参画課
（現・人権・多様性推進

課）

ヘルプマークなどの配布による周知・啓
発

保健予防課

ー ー ー 障害福祉課

０回 １回 １回

(令和３年度)
新型コロナウイルス感染症の
影響により事業を休止したた
め

松が谷福祉会館

０回 ２１回 ２２回

(令和３年度)
新型コロナウイルス感染症の
影響により体験を中止したた
め

福祉課

障害者支援施設浅草ほうらいに委託
①緊急時相談支援事業
②緊急時ステイ事業
③地域生活体験事業

障害福祉課

精神障害者地域生活支援センタ―あさが
おに委託
また、令和４年度に「若者（10代～20
代）のメンタルヘルス支援者向け研修」
を実施。

保健予防課

所管課令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和３年度～令和５年度の実績
及び見込の状況説明

　第６期台東区障害福祉計画における各事業の進捗状況について

No 施策 取組内容

計画事業量
取組内容ごと
の達成区分 未達成理由

実施 実施 実施 実施 ◎達成

施策の方向性１　障害への理解及び差別解消の推進

施策１　障害への理解及び差別解消の推進

1 障害者差別解消法の周知・啓発

障害に対する理解を深めるための講習会
の開催や関係機関の研修会等での情報発
信などにより、「障害を理由とする不当
な差別の禁止、障害者に対する合理的配
慮の不提供の禁止」を規定している障害
者差別解消法の周知・啓発に努めます。

障害者差別解消法の周知・
啓発

実施 実施

◎達成

3 障害者等の疑似体験

「心のバリアフリー」を推進するため、
区役所や区立小中学校において、区民、
児童・生徒を対象として、障害者や高齢
者の体験事業を行うことで、障害等への
理解の促進・啓発を行います。

高齢者・障害者等疑似体験 １６回 １６回

実施 実施 実施 実施 実施 実施

2 障害への理解促進、意識啓発

講座、研修会、さまざまな広報媒体な
ど、あらゆる機会を捉えて「障害」への
理解の促進、意識啓発を行うとともに、
「耳マーク」や「ほじょ犬マーク」、
「ヘルプマーク」などの障害者に関する
シンボルマークについて区民への広報・
啓発に努めます。

障害者に関するシンボル
マークの広報・啓発

１６回 △未達成

施策２　虐待防止・養護者への支援の実施

4 障害者虐待防止センターの運営

障害者相談支援専門員による24時間365
日の相談支援、虐待を受けている障害者
が一時的に避難可能な施設の確保、養護
者に対する相談、助言、虐待防止に関す
る講演会等を実施します。

障害者虐待防止センターの
運営

実施 実施 実施 実施 実施 実施 ◎達成

資 料 ３ － ２

令 和 ５ 年 ５ 月 １ ０ 日

第 ２ 回 当 事 者

検 討 チ ー ム 資 料
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計画量 実績 計画量 実績 計画量 実績見込

所管課令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和３年度～令和５年度の実績
及び見込の状況説明

No 施策 取組内容

計画事業量
取組内容ごと
の達成区分 未達成理由

障害福祉課

松が谷福祉会館

虐待等の対応は、各関係機関等と個別支
援会議を行い、適切に対応

保健予防課

6 成年後見制度の利用支援

社会福祉協議会と連携して、成年後見制
度の普及啓発に関する取り組みを実施し
ます。また、本人又は親族による審判申
し立てが困難な場合の区長申立、費用負
担が困難な方に対する後見報酬等の助
成、成年後見制度の担い手となる市民後
見人の育成・支援により、制度の利用を
支援します。

成年後見制度普及啓発・利
用支援

実施 実施 実施 実施 実施 実施 ◎達成
福祉課

福祉課(社会福祉協議会)

7 福祉サービスの利用援助等

障害者等が安心して生活できるよう、社
会福祉協議会が行う福祉サービスの利用
援助、日常的金銭管理等の地域福祉権利
擁護事業を支援します。

福祉サービス利用援助等
（地域福祉権利擁護事業）

実施 実施 実施 実施 実施 実施 ◎達成 福祉課(社会福祉協議会)

実施 実施 ◎達成 障害福祉課

縮小 縮小 △未達成
新型コロナウイルス感染症の
影響により、講習会の実施回
数が減少したため。

福祉課(社会福祉協議会)

手話通訳者の養成人数 ２人 ０人 ２人 １人 ２人 ２人 △未達成
認定試験受験生が基準点に達
しず不合格となったため。

障害福祉課

9 手話通訳者の研修会
手話通訳者の技術の維持・向上を図るた
めの研修会を実施します。

手話通訳者研修会 年１７回 年１３回 年１７回 年１７回 年１７回 年１７回 △未達成

(令和３年度)
新型コロナウイルス感染症の
影響により４回分中止となっ
たため。

障害福祉課

10 手話通訳者派遣
社会生活上必要な意思疎通を円滑に図る
ため、聴覚及び音声・言語障害のある方
に対して手話通訳者を派遣します。

手話通訳者派遣 実施 実施 実施 実施 実施 実施 ◎達成 障害福祉課

11 遠隔手話通訳サービス

区役所窓口において手話通訳を必要とす
る方のために、タブレット端末を利用し
た、遠隔手話通訳サービスを実施しま
す。また、緊急時の対応として、スマー
トフォン等を活用した外出先での遠隔手
話通訳を実施します。

タブレット端末による遠隔
手話通訳

実施 実施 実施 実施 実施 実施
(令和３年度)２４件
(令和４年度)１６件（令和５年１月末現
在）

◎達成 障害福祉課

2
障害への理解促進、意識啓発
（再掲）

障害福祉課
人権・男女共同参画課

（現・人権・多様性推進
課）

保健予防課

実施 実施 実施

月１回要保護児童支援ネットワーク実務
者会議に参加

◎達成5
各関連機関と障害者虐待防止セ
ンターとの連携

地域の相談支援事業者やＮＰＯ法人等が
参加する地域自立支援協議会において、
個別支援会議等を通じた虐待等の早期発
見と対応を行うとともに、子ども家庭支
援センターや松が谷福祉会館こども療育
室、地域包括支援センター等と、障害者
虐待防止センターが連携して虐待防止に
努めます。

各関連機関と障害者虐待防
止センターとの連携

実施 実施 実施

実施 実施

施策３　権利擁護の取り組み

施策の方向性２　障害者の意思疎通の促進

施策１　手話言語の理解と利用の促進

実施

令和３年度途中よりリモート授業を導入
し、コロナ流行期においても安定的に授
業を実施し、カリキュラムを修了。
●修了者数
(令和３年度)
計４１人（区４１人　社協０人）※社協
は新型コロナウイルス感染症の影響によ
りカリキュラム修了できず。
(令和４年度)
計４８人（区４１人、社協７人）8 手話講習会

手話講習会を実施し、手話通訳者の育成
を推進するとともに、手話言語の理解を
促進します。

手話講習会（初級・中級・
上級・養成）

実施
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計画量 実績 計画量 実績 計画量 実績見込

所管課令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和３年度～令和５年度の実績
及び見込の状況説明

No 施策 取組内容

計画事業量
取組内容ごと
の達成区分 未達成理由

区公式ホームページにおいて、カラーユ
ニバーサルデザイン、ユニバーサルデザ
インフォントを活用するとともに文字の
読み上げ、拡大などの機能を整備。

広報課

障害福祉課

公文書の作成にあたりユニバーサルデザ
インフォントを活用することについて、
周知に努めている。

総務課

1,356タイト
ル

1,390タイト
ル

1,430タイト
ル

令和４年度より声の図書の予算額を増額 中央図書館

37タイトル 36タイトル 37タイトル 松が谷福祉会館

音訳ボランティアによる対
面朗読

実施 実施 実施 実施 実施 実施
(令和３年度)
新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、一時サービスの提供を休止

◎達成 中央図書館

14 音声による道案内事業
視覚障害者が外出する際に、最寄り駅等
から施設までのルートを音声で案内する
道案内事業を実施します。

音声による道案内事業 実施 実施 実施 実施 実施 実施

安心生活事業の一環としてほうらいからＮＰ
Ｏ法人ことばの道案内へ委託して事業実施
●ルート登録実績
(令和３年度)新規２か所更新３か所
(令和４年度)新規２か所更新３か所
　　　　　※登録ルート数：７９ルート
(令和５年度)新規２か所更新３か所（見込）

◎達成 障害福祉課

「声の広報」「声の区議会だより」を発
行

広報課

「声の区議会だより」を作成し、希望者
に貸与するとともに、区議会ホームぺー
ジ内で音声データを公開。
「声の区議会だより」の利用について、
「たいとう区議会だより」や区議会ホー
ムページで周知。

区議会事務局

16 区議会における手話通訳対応
聴覚障害者等のうち、議会の傍聴を希望
する方に対し、手話通訳者を配置しま
す。

本会議・委員会における手
話通訳者の配置

実施 実施 実施 実施 実施 実施

◎利用実績
(令和３年度)２件
(令和４年度)０件
(令和５年度)４件見込み（各定例会ごと
に１件）

◎達成 区議会事務局

17 要約筆記者派遣
社会生活上必要な意思疎通を円滑に図る
ため、聴覚及び音声・言語障害のある方
に対して要約筆記者を派遣します。

要約筆記者派遣利用者年間
延人数

４０人 ６人 ４０人 ３人 ４０人 ４０人 △未達成

新型コロナウイルス感染症の
影響により、継続して利用さ
れていた方からの申請がなく
なり利用実績が減少したため

障害福祉課

18 図書等の宅配サービス
身体の障害などの理由により図書館へ来
館することが困難な方に対し、区立図書
館の資料を宅配します。

図書等の宅配 実施 実施 実施 実施 実施 実施
令和５年１月より要介護５⇒要介護１～
５へ利用要件を緩和

◎達成 中央図書館

2
障害への理解促進、意識啓発
（再掲）

障害福祉課
人権・男女共同参画課

（現・人権・多様性推進
課）

保健予防課

情報アクセシビリティの向
上

推進

施策２　多様な意思疎通手段の理解と利用の促進

12 情報アクセシビリティの向上

ガイドラインに基づき、カラーユニバー
サルデザイン、ユニバーサルデザイン
フォントを活用するなど、より多くの人
に分かりやすい情報の提供に努めます。

推進 ◎達成推進 推進 推進 推進

1,330タイト
ル

1,370タイト
ル

◎達成

15
「広報たいとう」「たいとう区
議会だより」の音声版の作成・
周知

視覚障害者等を対象に、「広報たいと
う」や「たいとう区議会だより」などの
音声版を発行するとともに、周知に努め
ていきます。

「広報たいとう」「たいと
う区議会だより」の音声版
の作成・周知

◎達成

13
視覚障害者等への、録音図書な
どによる情報提供

視覚障害等により、本などの活字資料を
そのままでは利用できない方のために、
声の図書の作成・収集・貸出業務を行う
とともに、音訳ボランティアによる対面
朗読を実施します。

声の図書（蔵書数）
1,290タイト

ル

実施 実施 実施 実施 実施 実施
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計画量 実績 計画量 実績 計画量 実績見込

所管課令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和３年度～令和５年度の実績
及び見込の状況説明

No 施策 取組内容

計画事業量
取組内容ごと
の達成区分 未達成理由

未実施 未実施 △未達成
(令和３年度・令和４年度)
新型コロナウイルス感染症の
影響で事業中止となったため

区民課

実施 実施 ◎達成 福祉課(社会福祉協議会)

未実施 実施 △未達成

(令和３年度)
新型コロナウイルス感染症の
影響で事業が実施実施できな
かったため

松が谷福祉会館

台東ボランティア地域活動
サポートセンターの運営

実施 実施 実施 実施 実施 実施 ◎達成 福祉課(社会福祉協議会)

20
地域活動に参加しやすい環境の
整備

手話通訳者の派遣などの、意思疎通支援
を推進し、誰もが地域活動に参加しやす
い環境の整備を行います。

地域活動に参加しやすい環
境の整備

実施 実施 実施 実施 実施 実施

(令和２年度)
年度末に手話通訳派遣用タブレット購
入・設置
(令和３年度)
ＬＩＮＥビデオ通話を利用した遠隔手話
通訳派遣の体制整備
(令和４年度)
手話言語条例チラシ作成、関係機関に周
知、障害者の意思疎通の促進に関する普
及啓発活動実施

◎達成 障害福祉課

障害福祉課

保健予防課

22
「ボランティアフェスティバ
ル」への支援

ボランティア活動の推進や、普及・啓発
を図るため、社会福祉協議会が地域住民
やボランティア団体等と協働で実施する
「ボランティアフェスティバル」を支援
します。

「ボランティアフェスティ
バル」への支援

実施 中止 実施 中止 実施 中止 △未達成

(令和３年度・令和４年度)
新型コロナウイルス感染症の
影響により、開催を中止した
ため

福祉課(社会福祉協議会)

23 「みんなのひろば祭」への支援

障害者団体やボランティア団体で構成さ
れる実行委員会が実施する「みんなのひ
ろば祭」を支援することで、障害者の社
会参加を促進するとともに、区民等に対
してボランティア活動の周知・推進を図
ります。

「みんなのひろば祭」への
支援

実施 中止 実施 中止 実施 実施 △未達成
新型コロナウイルス感染拡大
防止により、事業が中止に
なったため

障害福祉課

24 障害者団体の自主事業への支援

区内の障害者団体が、障害者福祉の向上
のために自主的・積極的に行ってい活動
に対し支援を行うことにより、障害者の
自立と社会参加を促進します。

障害者団体への自主活動支
援

実施 実施 実施 実施 実施 実施

(令和３年度)
新型コロナウイルス感染拡大のため、５
団体中２団体は活動中止
(令和４年度)
各団体とも活動再開

対象団体：５団体（台東区視覚障害者福
祉協会、台東区手をつなぐ親の会、台東
区身障児者を守る父母の会、台東区脳卒
中リハビリ協会、台東区聴覚障害者協
会）

◎達成 障害福祉課

施策の方向性３　誰もが平等に参加できる社会の推進

施策１　地域福祉の推進

19
ボランティアが活動しやすい環
境の整備

ボランティア活動への区民参加を促進す
るため、ＮＰＯ法人等との協働による啓
発活動を行い「地域における支えあい」
意識の醸成を進めます。また、ボラン
ティアが活動しやすい環境を整備し、ボ
ランティア活動を支援します。

ボランティア参加を促進す
るための啓発活動（養成講
座）

実施 実施 実施 実施

施策２　障害者団体自主活動支援、文化活動支援

実施 中止 実施 中止 実施 実施21 地域活動や区行事への参加支援
障害者が地域社会の一員として暮らして
いくために、地域活動や区の実施する行
事への参加を支援します。

地域活動や区行事への参加
支援

△未達成

新型コロナウイルス感染拡大
防止により隅田川花火大会な
どの区主催イベントが中止に
なったため
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計画量 実績 計画量 実績 計画量 実績見込

所管課令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和３年度～令和５年度の実績
及び見込の状況説明

No 施策 取組内容

計画事業量
取組内容ごと
の達成区分 未達成理由

25 障害者アーツの推進

区内文化施設との連携体制の構築やアー
トイベントの開催を通して、障害の有無
に関わらず誰もが文化・芸術活動に親し
む機会を提供します。

障害者の文化・芸術活動へ
の参画支援

実施 実施 実施 実施 実施 実施

(令和３年度)
連絡会議：２回（zoom）
美術ワークショップ：10回、参加人数100
名
障害者作品展：作品数141点、入場者数
1,297名
(令和４年度)
連絡会議：２回
美術ワークショップ：13回、参加人数：
124名
障害者作品展：作品数214点
(令和５年度)
連絡会議２回予定
美術ワークショップ：13回程度予定
障害者作品展：実施予定

◎達成 文化振興課

26 文化活動への支援
障害者の文化活動を支援するため、様々
な教室・講習会を実施します。

文化活動支援 １０６回 ２５回 １０６回 １４４回 １０６回 １９４回

(令和３年度)
新型コロナウイルス感染症の影響で実施
不可の事業あり
(令和４年度・令和５年度)
感染予防対策を講じた新事業等を追加し
たため当初予定より増加

△未達成

(令和３年度)
新型コロナウイルス感染症と
松が谷福祉会館改修工事の影
響により実施できなかったた
め

松が谷福祉会館

23
「みんなのひろば祭」への支援
（再掲）

障害福祉課

パラリンピック出場予定の
アスリートへの活動場所の
提供

実施 実施 実施 実施 実施 実施 たなかスポーツプラザ等を提供 ◎達成 スポーツ振興課

アスリートと区民との交流 実施 実施 実施 実施 実施 実施 たなかスポーツプラザ等にて実施 ◎達成 スポーツ振興課

障害者スポーツ（障スポ
チャレンジ）参加者人数

３６０人 １７９人 ３８０人 ３８０人 ４００人 ４００人 △未達成
(令和３年度)
新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため、一部休止

スポーツ振興課

障害者水泳教室参加者人数 ２５０人 ２２３人 ２５０人 ２４０人 ２５０人 ２５０人
・障害者水泳ジュニアレッスン
・障害者水泳体験会
・障害者水泳パーソナルレッスン

△未達成

(令和３年度・令和４年度）
新型コロナウイルス感染症の
影響により、参加人数が予定
数を下回ったため

スポーツ振興課

障害者スポーツ体験会 １５０人 １０９人 １５０人 ２７９人 １５０人 １５０人 ボッチャ体験会 △未達成
新型コロナウイルス感染症の
影響のため

スポーツ振興課

障害者スポーツ出前体験事
業

実施 実施 実施 実施 実施 実施
既存スポーツイベントにおいて障害者ス
ポーツ体験会を実施

◎達成 スポーツ振興課

30
障害者が参加できるスポーツ教
室・イベント事業

障害者が継続して参加できる教室・イベ
ントを開催することで、スポーツを通じ
た心身の健康増進や運動不足の解消とと
もに、仲間づくりなどといった人々のつ
ながりを強化します。

レクリエーション大会等 実施 実施 実施 実施 実施 実施
新型コロナウイルス感染症により、一部
中止となったものの実施

◎達成 生涯学習課

31
障害者スポーツができる場所づ
くり

障害者が安心してスポーツをできるよ
う、スポーツ施設を優先的に利用できる
時間帯の導入や障害者スポーツを取り巻
く周囲の理解の促進を図ります。

障害者スポーツ優先利用タ
イム

実施 実施 実施 実施 実施 実施
清島温水プール障害者優先レーン（ハー
トフルスペース）設置

◎達成 スポーツ振興課

施策３　障害者スポーツの推進

27
パラリンピック競技の団体への
支援

パラリンピック競技のトップアスリート
に活動場所の確保等を行い、台東区を活
動の拠点とするアスリートがパラリン
ピックの出場など、世界で活躍できるよ
う支援します。また、支援するアスリー
トとの連携体制を築き、パラリンピック
に出場する可能性のあるトップアスリー
トと区民が交流する機会を設けること
で、区民へ障害者スポーツの魅力や素晴
らしさを広めます。

28
障害者スポーツの初心者に向け
た教室

障害者が、楽しみながらスポーツを始め
られる場所づくりや教室を実施します。
また、スポーツに対して不安や苦手意識
があっても安心してスポーツを始めるこ
とができるよう、支える人材の育成や体
制づくりを行い、その取り組みの啓発を
行います。

29
障害者スポーツに触れる機会の
提供

障害者スポーツ体験会の実施や、現在
行っているスポーツイベントにおいて積
極的に障害者スポーツ種目を取り入れ、
障害者スポーツに触れる機会を提供しま
す。
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計画量 実績 計画量 実績 計画量 実績見込

所管課令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和３年度～令和５年度の実績
及び見込の状況説明

No 施策 取組内容

計画事業量
取組内容ごと
の達成区分 未達成理由

障害者スポーツの指導員養
成講座等参加人数

２０人 ６人 ２０人 ３３人 ２０人 ２０人
・４区合同初級障がい者スポーツ指導員
養成講習会（令和３年度中止）
・障害者水泳指導者養成講座

△未達成 スポーツ振興課

区立小・中学校での障害者
スポーツ体験

実施 実施 実施 実施 実施 実施
地域スポーツ団体と連携し、障害者ス
ポーツが体験できる機会を提供

◎達成 指導課

オリンピック・パラリン
ピック生涯学習講座

実施 実施 ー ー ー ー
・令和３年度をもって、事業終了
・令和３年度２講座実施

◎達成 生涯学習課

33
障害者スポーツによる区民の交
流

障害者スポーツを通じて、障害のある方
とない方が交流する機会を提供し、障害
者スポーツを推進します。

地域スポーツ団体と連携し
た障害者スポーツ

実施 実施 実施 実施 実施 実施
地域スポーツ団体と連携し、障害者ス
ポーツが体験できる機会を提供

◎達成 スポーツ振興課

(令和３年度)
事例検討会３回実施（リモート開催）
(令和４年度)
スーパーバイザーを活用した事例検討会
実施

松が谷福祉会館

精神障害者地域生活支援センタ―あさが
おに委託

保健予防課

松が谷福祉会館

保健予防課

令和３年度に地域自立支援協議会相談支
援部会において、相談支援事業所の特色
を記載したリーフレットを作成し、区公
式ホームページに掲載。計画相談支援事
業所への支援については、検討を進めて
いる。

◎達成 障害福祉課

区内の事業所一覧を作成し、区公式ホー
ムページへの掲載と新規に利用する方に
は一覧とリーフレットをもとに説明し、
周知を図っている。
また、相談員対象の研修会や連絡会をを
行い、相談内容に対する情報交換の場を
設けている。

◎達成 保健予防課

障害者支援施設浅草ほうらいに委託 障害福祉課

精神障害者地域活動支援センターあさが
おに委託
①緊急時相談支援事業
②緊急時ステイ事業

保健予防課

32
共生社会に向けた障害者スポー
ツ教育・講座

区民や区立スポーツ施設職員などを対象
に障害者スポーツに関連した講習等を開
催し、障害者スポーツを支える人材育成
を行います。また、学校教育において児
童・生徒の障害者への理解を深める一環
として、障害者スポーツ体験に取り組み
ます。

【基本目標Ⅱ】　地域生活支援の充実

実施 実施 実施 実施 ◎達成

施策の方向性４　相談支援の充実

施策１　相談支援体制の充実

34 基幹相談支援センターの充実

相談支援の中核的な役割を担う基幹相談
支援センターの機能を強化するため、
スーパーバイザーの活用等を検討し、障
害者等の相談、情報提供、助言を行いま
す。また、地域の相談支援事業者間の連
絡調整や、関係機関の連携の支援、多様
な相談支援に対応できる人材育成、相談
員を対象とした研修などを行い、ライフ
ステージに応じた地域の障害者の抱える
課題解決を支援します。

基幹相談支援センターの運
営

実施 実施

実施

年２回
(令和３年度・令和４年度)
リモート開催

◎達成

35 計画相談支援事業所への支援

障害福祉サービス等の利用支援を行う特
定相談支援事業所や、障害児相談支援事
業所の役割や特色などについて、更なる
周知を図ります。また、利用者に対して
きめ細かな対応ができるよう、体制強化
に取り組む計画相談支援事業所の支援を
図ります。

相談支援事業所の周知

相談員対象研修 年２回 年２回 年２回 年２回 年２回

安心生活支援事業
施設入所者等の地域移行推進のため、
『安心生活支援事業』を実施します。

安心生活支援事業

実施 実施 実施 実施 実施

◎達成実施 実施 実施 実施 実施 実施36
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計画量 実績 計画量 実績 計画量 実績見込

所管課令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和３年度～令和５年度の実績
及び見込の状況説明

No 施策 取組内容

計画事業量
取組内容ごと
の達成区分 未達成理由

37 難病患者への相談支援

難病患者の方も障害福祉サービスが利用
できることを周知するとともに、難病患
者とその家族からの療養生活等に関する
相談に応じます。また、難病対策地域協
議会を運営し、相談支援の強化について
検討していきます。

難病対策地域協議会の運営 実施 実施 実施 実施 実施 実施

●難病対策地域協議会
(令和３年度)
コロナウイルス対策により中止
(令和４年度)
書面による開催
●令和３年度から、難病医療費助成の申
請の際に保健師が面接を行い、状況把握
をするとともに利用できる障害福祉サー
ビスを案内する取組みを開始。

◎達成 保健予防課

38 福祉に関する相談

障害者等が安心して福祉サービスを利用
できるよう、社会福祉協議会が行う弁護
士による法律相談や、福祉サービスに関
する苦情・相談等の事業を支援します。

福祉サービスに関する苦情
受付事業への支援

実施 実施 実施 実施 実施 実施 ◎達成 福祉課(社会福祉協議会)

ライフステージに応じた支援を行うた
め、適宜関係機関と連携を図っている。

保健サービス課

●総合発達支援体制庁内検討会の開催
(令和３年度)庁内検討会１回・作業部会
１回
(令和４年度)庁内検討会１回・作用部会
１回

松が谷福祉会館

総合発達支援体制庁内検討会に参加 教育支援館

保健予防課

40 地域自立支援協議会の運営

障害児（者）が豊に暮らすことのできる
地域づくりのため、定期的に協議を行い
ます。また、障害福祉計画の策定時に
は、同協議会から意見を聴取します。

地域自立支援協議会 年３回 年２回 年３回 年３回 年３回 年３回

【本会】
左記のとおり
【専門部会】
(令和３年度)就労部会12回、相談支援部
会11回・くらしの部会11回実施
(令和４年度)就労部会12回、相談支援部
会11回・くらしの部会11回実施
(令和５年度)就労部会12回、相談支援部
会12回・くらしの部会12回実施予定

△未達成
(令和３年度)
案件が少ないことにより、１
回流会にしたため実績２回

障害福祉課

運用を開始した令和３年度以降、関係機
関と実績や課題の検証を行い、地域自立
支援協議会にて報告、意見をいただいて
いる。

障害福祉課

区内グループホームにショートステイ事
業を委託して実施

保健予防課

松が谷福祉会館

42
精神障害者における保健・医
療・福祉関係者による協議の場
の運営

精神保健福祉推進協議会を精神障害者に
おける保健、医療、福祉関係者等の様々
な関係者が情報共有や連携を行う協議の
場として位置づけ、運営していきます。

精神保健福祉推進協議会 実施 実施 実施 実施 実施 実施
(令和３年度、令和４年度)
書面開催

◎達成 保健予防課

実施 実施 実施 実施 ◎達成39
発達障害児（者）の総合的な相
談支援

「台東区発達障害児（者）支援方針」に
基づき、ライフステージに応じた一貫し
た相談支援を行うため関係機関との連携
を図ります。

一貫した相談支援を行うた
めの関係機関との連携

実施 実施

実施 実施 実施 実施 ◎達成

施策２　地域自立支援協議会の運営

施策３　地域生活支援体制の充実

41 地域生活支援拠点の機能の充実

地域生活支援拠点の運営について、適宜
検証を行い、ショートステイの整備や相
談機能の充実等により、拠点を構成する
各機能の充実を図ります。

地域生活支援拠点の運用状
況の検証

実施 実施
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計画量 実績 計画量 実績 計画量 実績見込

所管課令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和３年度～令和５年度の実績
及び見込の状況説明

No 施策 取組内容

計画事業量
取組内容ごと
の達成区分 未達成理由

43 住宅相談・情報提供

家賃等債務保証制度や住み替え居住支援
制度、住宅確保要配慮者向けの入居相談
窓口を活用しながら、住宅相談・情報提
供を実施するとともに、居住支援協議会
において、必要な支援について協議しま
す。

住宅相談・情報提供 実施 実施 実施 実施 実施 実施

居住支援協議会は毎年度開催し、必要な
支援について協議をしている。家賃等債
務保証制度は令和４年度に要綱改正。助
成対象を台東区指定の家賃債務保証業者
のみとしていたが、国土交通省の家賃保
証業者登録制度により登録されている家
賃債務保証会社と、より利用しやすい制
度へ見直しを行った。過去０件だった
が、要綱改正により実績５件。

◎達成 住宅課

36 安心生活支援事業（再掲）
障害福祉課
保健予防課

44 単身生活サポート事業

地域での単身生活を希望する精神障害者
に対し、民間賃貸住宅等への一入居支援
や生活支援を行う「単身生活サポート事
業」を実施します。

単身生活サポート事業 実施 実施 実施 実施 実施 実施

(令和３年度)
利用登録者：６名、単身生活移行者：３
名
(令和４年度)
利用登録者：４名、単身生活移行者：３
名

◎達成 保健予防課

松が谷福祉会館

保健予防課

46 社会生活訓練事業

社会生活訓練事業における、交流サーク
ル、絵画サークル等の自主サークルや各
種教室の中で、障害が相互にサポートし
合いながら仲間づくりができる機会を充
実させていきます。

各種教室及び自主サークル 年１０６回 年２５回 年１０６回 年１４４回 年１０６回 年１９４回
(令和４年度・令和５年度)
感染予防対策を講じた新事業等を追加し
たため当初予定より増加

△未達成

(令和３年度)
新型コロナウイルス感染症と
松が谷福祉会館改修工事の影
響により実施できなかったた
め

松が谷福祉会館

47
ショートステイ（短期入所）の
整備

グループホームの整備や区有施設の活用
検討の中で、ショートステイの整備を検
討します。

ショートステイの整備 検討 検討 検討 検討 実施 検討

千束保健福祉センターを活用し、令和９
年度にフロム千束の定員増加を図るとと
もに、短期入所を併設する計画を令和４
年１２月の保健福祉委員会で報告

△未達成
令和５年度末までの計画見込
み量が達成できないため。

障害福祉課

48
医療的ケアに対応する施設への
支援

医療的ケアを必要とする人が、短期入
所、日中一時支援を利用できるように運
営事業者を支援します。

医療的ケアに対応する施設
への支援

実施 実施 実施 実施 実施 実施

医療的ケアを実施した短期入所事業者に
対して、看護師人件費相当分を補助
また、医療的ケアに対応する児童発達支
援事業所等の運営事業者支援

◎達成 障害福祉課

49
重症心身障害児（者）等在宅レ
スパイト事業の充実

重症心身障害児（者）の自宅等に訪問看
護師を派遣する在宅レスパイト事業を行
います。また、利用者のニーズをふま
え、訪問看護師の派遣可能時間等の拡充
について検討します。

重症心身障害児（者）等在
宅レスパイト事業延利用回
数

１４４回 １５０回 １４４回 １２１回 １４４回 １２８回
利用者の状況の変化等により、令和４年
度以降は実績が計画量を下回る見込みと
なっている。

△未達成

利用者の状況の変化や、新型
コロナウイルス感染症による
行動制限の緩和により、外出
の機会の増加や親族等の支援
者が支援できるようになった
等の理由から実績が減となっ
たため

障害福祉課

50
精神障害者への都型ショートス
テイ事業

地域で生活する精神障害者の病状が不安
定になったときや、家族等の都合により
介護ができなくなったときなどに、精神
障害者が入院しないで地域で生活を送る
ことができる「都型ショートステイ事
業」（精神障害者グループホームを活用
したショートステイ）を実施します。

都型ショートステイ事業 実施 実施 実施 実施 実施 実施

(令和３年度)
利用登録者：９名、利用実績：51日間
(令和４年度)
利用登録者：10名、利用実績：41日間

◎達成 保健予防課

36 安心生活支援事業（再掲）
障害福祉課
保健予防課

施策４　住宅相談等の支援

施策５　ピアサポートの実施

45 ピアカウンセリング
障害のある人が相談員として、同じ障害
のある人の相談を受けるピアカウンセリ
ングを実施します。

ピアカウンセリング 実施 実施 実施 実施 実施 実施
予約制で対面でのカウンセリングを実施
（令和３年度・令和４年度実績なし）

◎達成

施策の方向性５　障害者や家族を支える多様なサービス提供体制の整備

施策１　障害者への在宅支援
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計画量 実績 計画量 実績 計画量 実績見込

所管課令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和３年度～令和５年度の実績
及び見込の状況説明

No 施策 取組内容

計画事業量
取組内容ごと
の達成区分 未達成理由

44 単身生活サポート事業（再掲） 保健予防課

51
身体障害者グループホーム等の
整備

令和２年度末時点、身体障害者福祉ホー
ム1か所（定員９人）、重度身体障害者
グループホーム１か所（定員４人）が整
備されています。令和５年度末までに新
たに２か所（定員１０人）整備します。
今後も障害者のニーズに合わせ、令和２
年度より拡充した助成制度や区有施設の
活用により、身体障害者グループホーム
の整備を進めます。

身体障害者グループホーム
等の整備

累計３か所
定員１９名

累計３か所
定員１９名

累計３か所
定員１９名

累計３か所
定員１９名

累計４か所
定員２３名

累計３か所
定員１９名

(令和３年度)
グループホームまぁるが開設され、整備
数３か所となったが、これ以外には令和
５年度末までに整備予定はない。

△未達成
令和５年度末までの計画見込
み量が達成できないため。

障害福祉課

52
知的障害者グループホームの整
備

令和２年度末時点、１７か所（定員７７
人）が整備されています。令和５年度末
までに新たに１か所（定員１０人）整備
するとともに、区有施設である「元浅
寮」を老朽化に伴い改築します。これら
の整備に併せて、同じく老朽化が進んで
いるグループホームの再編を進めます。

知的障害者グループホーム
の整備

累計16か所
定員７９名

累計16か所
定員７９名

累計16か所
定員７９名

累計16か所
定員７９名

累計16か所
定員８５名

累計15か所
定員８１名

(令和３年度)
みすじ寮・元浅寮を新規開設のグループ
ホームりゅうせんに統合（定員２名増）
(令和５年度)
いずみ寮・千草寮を改築後の新元浅寮に
統合予定（定員枠２名増）。千草寮跡
（定員４名）は別法人への継承を検討し
ているが、整備は令和６年度となる予定

△未達成

千草寮跡を活用した新規グ
ループホームの開設が令和６
年度に見込まれるため、令和
５年度は計画量に達しない見
込。

障害福祉課

53
精神障害者グループホームの運
営

令和２年度末時点、２か所（定員１３
人）整備されています。引き続き、ニー
ズをふまえた着実な運営を実施していき
ます。

精神障害者グループホーム
の運営

実施 実施 実施 実施 実施 実施
(令和３年度)４か所
(令和４年度)１か所

◎達成 保健予防課

36 安心生活支援事業（再掲）
障害福祉課
保健予防課

43 住宅相談・情報提供（再掲） 住宅課

44 単身生活サポート事業（再掲） 保健予防課

54 生活介護施設の整備
令和２年度末時点、生活介護施設7か所
が整備されています。令和５年度末まで
に新たに１か所整備します。

生活介護施設の整備 ８か所 ７か所 ８か所 ８か所 ８か所 ８か所
令和４年６月に生活介護りゅうせん（台
東つばさ福祉会）が開設され、整備数は
８か所となった。

△未達成

生活介護りゅうせんの開設
が、令和４年度になったた
め、令和３年度は計画事業量
が達成できなかった。

障害福祉課

検討

（仮称）北上野二丁目福祉施設基本構想
において、「重症心身障害者デイサービ
ス終了後の時間帯における支援の場の整
備」を記載。

障害福祉課

(令和３年度)ニーズ・課題・実施可否等
検討
(令和４年度)基本構想策定
(令和４年度～)事業スキーム詳細検討

松が谷福祉会館

保健予防課

94
（仮称）北上野二丁目福祉施設
の整備（再掲）

松が谷福祉会館
障害福祉課

子育て・若者支援課
教育支援館

施策２　居住環境の整備

施策３　日中活動の場の整備

55 学校卒業後の夕方支援の検討

福祉作業所や生活介護施設等の活動終了
後、夕方の時間帯において支援が必要な
障害者の居場所づくりについて、実施手
法の検討を進めます。

◎達成

―

ー ー ー ー ー ー
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計画量 実績 計画量 実績 計画量 実績見込
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48
医療的ケアに対応する施設への
支援（再掲）

障害福祉課

障害福祉サービス利用者が介護保険へ移
行する際、介護保険課、地域包括支援セ
ンター等関係機関と連携し、適切なサー
ビスが継続できるよう支援している。
また、介護保険対象者の障害福祉サービ
スの利用相談も個々に応じており、必要
なサービスの支給決定を行っている。

障害福祉課

障害福祉サービス利用者が介護保険へ移
行する際など、介護保険課、高齢福祉課
等関係機関と協力・連携し、適切なサー
ビスが継続できるよう支援している。
また、介護保険サービス利用者の相談も
個々に応じており、必要なサービスの支
給決定を行っている。

保健予防課

対象となる方に対して、地域包括支援セ
ンターを中心に介護保険制度の丁寧な説
明を継続して実施

介護予防・地域支援課
（現・高齢福祉課）

77
障害者施設のバリアフリー化の
推進（再掲）

障害福祉課

社会福祉事業団が（仮称）竜泉二丁目福
祉施設における共生型のショートステイ
実施に向け、検討を進めている。

障害福祉課

(令和３～４年度)解体工事
(令和４～６年度)新築工事
(令和６年12月)施設開設予定

高齢福祉課

58 中途障害者への機能訓練
脳卒中等の後遺症のある人に、機能維持
と改善のために、個々の障害に応じた機
能訓練を実施します。

中途障害者への機能訓練 実施 実施 実施 実施 実施 実施

(令和３年度)
PT：863名、OT：500名、ST：363名
(令和４年度)
PT：682名、OT：419名、ST：263名
※令和４年度は４～１月までの実績

◎達成 松が谷福祉会館

知的障害者ガイドヘルパー
の養成人数

３０人 １７人 ４５人 ３３人 ４５人 ４５人
(令和３年度)
２回開催

△未達成

(令和３年度)
新型コロナウイルス感染拡大
により研修が中止になったた
め

障害福祉課

重度訪問介護ヘルパーの養
成人数

１０人 ５人 １０人 ３人 １０人 １０人

●令和３年度　重度訪問介護従業者養成
研修（年１回実施）
・申込者：７名　修了者：５名
●令和４年度　重度訪問介護従業者養成
研修（年１回実施）
・申込者：４名　修了者：３名

△未達成
申込者数が定数より少なく、
修了者数が計画量を下回った
ため

障害福祉課

同行援護ヘルパーの養成人
数

１０人 １０人 １０人 ８人 １０人 １０人

●令和３年度　同行援護従業者養成研修
（年１回実施）
・申込者：１６名　修了者：１０名
●令和４年度　同行援護従業者養成研修
（年１回実施）
・申込者：１０名　修了者数：８名

△未達成

(令和４年度)
キャンセルや体調不良による
辞退があり、修了者数が計画
量を下回ったため

障害福祉課

施策４　障害者の高齢化への対応

56
介護保険サービスへの移行時の
支援

障害福祉サービスの利用者が、65歳に到
達するなどで介護保険サービスに移行す
ることとなった際に、円滑にサービスを
利用できるよう相談などの支援を実施し
ます。
また、介護保険サービスに移行しても、
必要な支援が受けられるよう、個々の状
況に応じ障害福祉サービス等を併用する
ための支援を実施します。

介護保険サービスへの移行
時の支援

推進 推進 推進 推進 ◎達成

◎達成

57 共生型サービスの推進

障害者の高齢化への対応や、地域資源の
有効活用を図るため、令和６年度開設予
定の（仮称）竜泉二丁目福祉施設におい
て、共生型サービス（ショートステイ）
の提供に向けて、整備を進めていきま
す。
また、共生型サービスを実施する事業所
を増やすため、制度の周知を図っていき
ます。

共生型サービスの推進 推進 推進

実施 実施 実施 実施 実施 実施

施策５　リハビリテーションの実施

施策の方向性６　福祉人材の育成・充実

施策１　ヘルパーの養成

59 ヘルパーの養成促進

知的障害者を対象とした移動支援・通学
支援事業のガイドヘルパーに加え、重度
訪問介護及び同行援護従事者確保のた
め、養成研修を実施し、サービス提供を
担うことのできる人材を育成します。
また、福祉職を目指す学生等に対して、
障害者への介助を行う現場でサポーター
として関わってもらうことで障害者福祉
の必要性を理解してもらい、将来的な介
護人材の育成を図ります。
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計画量 実績 計画量 実績 計画量 実績見込

所管課令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和３年度～令和５年度の実績
及び見込の状況説明

No 施策 取組内容

計画事業量
取組内容ごと
の達成区分 未達成理由

介護職員初任者研修受講費
用助成

実施 実施 実施 実施 実施 実施
(令和３年度)１５件
(令和４年度)１３件
(令和５年度)１５件（見込）

◎達成 介護保険課

重度訪問介護ヘルパー研修
費用助成

実施 実施 実施 実施 実施 実施

●令和３年度　重度訪問介護従業者養成
研修費用助成
・申込者：３名　助成件数：３件
●令和４年度　重度訪問介護従業者養成
研修費用助成
・申込者：１名　助成件数：１件

◎達成 障害福祉課

同行援護ヘルパー研修費用
助成

実施 実施 実施 実施 実施 実施

●令和３年度　同行援護従業者養成研修
費用助成
・申込者：２名　助成件数：２件
●令和４年度　同行援護従業者養成研修
費用助成
・申込者：１名　助成件数：１件

◎達成 障害福祉課

8 手話講習会（再掲）
障害福祉課

福祉課(社会福祉協議会)

9 手話通訳者の研修会（再掲） 障害福祉課

(令和３年度)　１回実施
(令和４年度)　６回実施
(令和５年度)　６回実施（予定）

障害福祉課

保健予防課

(令和３年度)３回実施　※１回中止
(令和４年度)６回実施
(令和５年度)６回実施予定

介護保険課

(令和３年度)
自立支援協議会専門部会にて勉強会・講
演会形式で３回実施
(令和４年度)
自立支援協議会専門部会にて勉強会・講
演会形式で３回実施
(令和５年度)
自立支援協議会専門部会にて勉強会・講
演会形式で３回実施予定

障害福祉課

(令和３年度・令和４年度)
リモート開催

松が谷福祉会館

(令和３年度・令和４年度)
リモート開催

保健予防課

60 ヘルパー養成研修費用の助成

重度訪問介護及び同行援護のヘルパー等
養成研修の受講費用の助成を行い、サー
ビスの担い手となるヘルパーの育成を支
援します。

施策２　手話通訳者の養成

実施 ◎達成実施 実施 実施

施策３　サービスを担う人材の確保・資質向上

61
人材育成・確保に向けた取り組
みの推進

サービス管理者等への研修など東京都と
連携して人材育成・確保に向けた取り組
みを推進します。また、介護職等就職
フェアを実施するとともに、区内事業所
の人材確保に対する取り組みへの支援を
図ります。
加えて、職員の負担軽減や支援の質の向
上につながる、介護ロボット・ＩＣＴな
どの活用事例について、導入事例の検証
結果などの情報を収集し、事業者に発信
していきます。

介護職等就職フェア 推進 推進 推進 推進 推進 推進 ◎達成

サービス提供事業所等への
研修等

実施 実施62 資質向上に関する研修等
障害や制度の理解を深めるため、サービ
ス提供事業者等に向けた研修等を実施し
ます。
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計画量 実績 計画量 実績 計画量 実績見込

所管課令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和３年度～令和５年度の実績
及び見込の状況説明

No 施策 取組内容

計画事業量
取組内容ごと
の達成区分 未達成理由

63 事業所への指導検査
計画的な指導検査を実施し、利用者の保
護及び利用者の視点に立ったサービス提
供・質の向上を図っていきます。

事業所への指導検査 実施 実施 実施 実施 実施 実施 ◎達成 福祉課

64
ボランティア等による日常生活
援助への支援

障害者や高齢者が地域で安心して生活で
きるよう、社会福祉協議会が行う、ボラ
ンティアによる家事援助・介護援助・身
の回り応援サービス（はつらつサービ
ス）事業を支援します。

はつらつサービス 実施 実施 実施 実施 実施 実施 ◎達成 福祉課(社会福祉協議会)

障害福祉課

(令和３年度)
計13名　　74ポイント
(令和４年度)
計12名　217ポイント
※集計は１～12月〆

松が谷福祉会館

福祉課(社会福祉協議会)

介護支援ボランティアポイ
ント事業

実施 実施 実施 実施 実施 実施 ◎達成 福祉課(社会福祉協議会)

地域の避難支援体制を強化できるよう
「避難支援の手引き」を発行。

危機・災害対策課

障害福祉課

保健予防課

令和３年度から個別支援計画の作成を開
始。
概ね令和５年度までに現在の対象者につ
いて作成が完了する予定。

危機・災害対策課

避難行動要支援者名簿に登載された対象
者について、個別に聞き取りを行い、個
別支援計画を作成。

障害福祉課

在宅人工呼吸器使用者災害時個別支援計
画
(令和３年度)計画作成数　15名
(令和４年度)計画作成数　19名

保健予防課

二次避難所の指定 １３か所 １３か所 １３か所 １３か所 １３か所 １３か所 ◎達成 危機・災害対策課

施策４　福祉ボランティアの育成・活動支援

65
福祉を支えるボランティアの育
成・活動支援

介護支援ボランティアポイント事業等を
活用し、福祉を支えるボランティアの育
成・活動支援を実施します。

福祉ボランティアの育成・
活動支援

◎達成

施策の方向性７　防災・安全・バリアフリーのまちづくり

施策１　防災・防犯対策の推進

66 避難行動要支援者対策の推進

災害時に自力での避難が困難な避難行動
要支援者の名簿を、警察署、消防署、消
防団、民生委員等に提供し、定期的な周
知・推進を図り、平常時から要支援者の
所在を把握します。災害発生時において
は、避難行動要支援者名簿登録者への支
援を行う避難支援者や避難所までの避難
方法等を定めた個別支援計画の作成を推
進していきます。
また、避難所などでの暮らしを支援する
ために、二次避難所の運営体制の強化を
図ります。

避難行動要支援者名簿の周
知

実施 実施 実施 実施 実施 実施

◎達成

避難行動要支援者にかかる
個別計画の作成

実施 実施 実施 実施 実施 実施 ◎達成

実施 実施 実施 実施 実施 実施
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計画量 実績 計画量 実績 計画量 実績見込

所管課令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和３年度～令和５年度の実績
及び見込の状況説明

No 施策 取組内容

計画事業量
取組内容ごと
の達成区分 未達成理由

67 在宅避難対策の推進

在宅避難を行う上で必要となる地域との
連携や避難物資等の提供の伝達方法な
ど、在宅避難を支える仕組みづくりを検
討します。

ー ー ー ー ー ー ー

避難所運営委員会との調整や、物資輸送
の体制づくりなど、施策の前提となる諸
課題が山積しており、検討が進んでいな
い状況である。

△未達成 検討が進んでいないため。 危機・災害対策課

町会が中心となる避難所運営委員会や避
難所単位防災訓練において、要配慮者の
受入スペースを検討する等、要配慮者対
応を進めている。

危機・災害対策課

障害福祉課

69 ヘルプカードの配布・活用

緊急連絡先や必要な支援内容を記載する
ヘルプカードを障害者へ配布するととも
に、警察・消防等の関係機関や区民へ周
知することで、障害者への支援を充実し
ます。

ヘルプカードの配布・活
用・周知

実施 実施 実施 実施 実施 実施

従来の障害福祉課窓口等での配布に加
え、令和５年１月より電子申請での郵送
配布を導入
●配布枚数
(令和３年度)約３００枚配布
(令和４年度)約３５０枚配布
(令和５年度)約４００枚配布見込み

◎達成 障害福祉課

実施 実施 実施

台東区身障児者を守る父母の会、特定非
営利活動法人りんご村が実施する防災講
演会を後援。
令和３年１０月２５日、令和４年１０月
２４日開催、令和５年度実施予定。

◎達成 障害福祉課

実施不可 実施不可 実施

年１回開催の防災講演会については令和
３年度・令和４年度とコロナ禍の影響を
受け実施不可。リハビリ通所者向けに防
災勉強会としての実施にとどまった。

△未達成
コロナ禍の影響を受け実施不
可

松が谷福祉会館

消費生活に関する知識や情
報を伝える出前講座

２０回 ６回 ４０回 １８回 ４０回 ２０回
●障害者団体向け実績：令和４年度　１
回 △未達成

(令和３年度・令和４年度)
新型コロナウイルス感染症の
影響を受け実施回数が計画よ
りも下回った。令和５年度に
おいては感染状況を踏まえて
実施する。

くらしの相談課

71
緊急通報システムなどの機器の
貸与

自宅での緊急事態に対応するため、緊急
通報システムなどの機器を貸与します。

緊急通報システムなどの機
器の貸与

実施 実施 実施 実施 実施 実施

●重度身体障害者等緊急通報システム設
置台数
(令和３年度)７台
(令和４年度)６台
(令和５年度)６台（予定）

●重度心身障害者火災安全システム設置
台数
(令和３年度)３台
(令和４年度)３台
(令和５年度)３台（予定）

●重度身体障害者等民間緊急通報システ
ム設置台数　※令和４年１０月から開始
令和４年度末現在　１台
令和５年度末　　　１台（予定）

◎達成 障害福祉課

実施 実施 実施 ◎達成

70 防災・防犯講演会等

障害者団体と連携した防災講演会を実施
し、危機管理意識の啓発を行います。ま
た、防犯に関わる様々な取り組み事例や
消費生活に関わる相談事例、トラブル対
処の方法を紹介する講座を実施します。

障害者団体と連携した防災
講演会

実施 実施 実施

68
障害者の防災訓練の参加促進な
ど、共助の仕組みづくりを推進

障害者団体、地域との協働による防災訓
練を通じて、『共助』の仕組みづくりを
推進します。

地域との協働による防災訓
練

実施 実施 実施
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計画量 実績 計画量 実績 計画量 実績見込

所管課令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和３年度～令和５年度の実績
及び見込の状況説明

No 施策 取組内容

計画事業量
取組内容ごと
の達成区分 未達成理由

高齢福祉課

●施設入所前ＰＣＲ検査事業
令和３年度：２件
令和４年度：０件（令和５年１月末時
点）
●施設利用者・従業者等へのＰＣＲ検査
事業
令和３年度：４７０件
令和４年度：３３８件（令和５年１月末
時点）
※いずれの数字も障害分野のみ

障害福祉課

保健予防課

感染症対策用品の備蓄等へ
の支援

●感染症対策補助金
令和３年度に感染症対策補助金として感
染症対策用品の備蓄に係る購入経費を補
助。
２１事業所が申請　2,083,000円を補助
●手袋・マスクの配布
令和３年度・令和４年度に厚労省から届
いた社会福祉施設用の手袋・マスクを区
内障害福祉サービス事業所へ配布。
●事業所への感染症対策について周知
令和４年度に区内事業所へ感染への注意
喚起、感染対策の徹底について通知文を
送信。また講習会で集まった区内事業所
に対し、コロナ対策室職員より感染予防
策指導の場の設定。

障害福祉課

感染症対策についての周知
啓発

保健予防課

11 遠隔手話通訳サービス（再掲） 障害福祉課

100 遠隔相談サービス（再掲） 松が谷福祉会館

(令和３年度)１件
(令和４年度)０件
(令和５年度)１件（見込）

障害福祉課

(令和３年度)０件
(令和４年度)０件
(令和５年度)０件（見込）

保健予防課

75
公共施設等のバリアフリー化の
推進

台東区バリアフリー基本構想に基づき、
重点整備地区において、関係機関・事業
者と協力し、区民施設、駅施設や病院な
どの生活関連施設等のバリアフリー化を
推進します。

バリアフリー事業 実施 実施 実施 実施 実施 実施

令和４年１０月にバリアフリー基本構想
を改定、令和５年３月にバリアフリー特
定事業計画（前期）を策定。旧基本構想
から、引き続き、バリアフリー化を推進
している。

◎達成
計画調整課

（現・都市計画課）

施策２　感染症対策の推進

72
入所施設等新規利用者へのＰＣ
Ｒ検査

グループホームなど、区内入所系サービ
スにおける新型コロナウイルス感染を防
ぐため、新たに入所する方を対象にＰＣ
Ｒ検査を実施します。

73 感染症対策の推進

感染症拡大に備えて事業所が行う感染症
対策用品の備蓄等への支援を行い、障害
福祉サービスの体制維持を図ります。ま
た、事業所に対し感染症対策についての
周知啓発を実施します。

実施 実施

ＰＣＲ検査 実施 実施

実施 実施 実施 実施 ◎達成

実施 ◎達成実施 実施 実施

◎達成

施策３　公共施設等のバリアフリー化の充実

実施 実施 実施 実施 実施 実施74 在宅要介護者等受入体制整備

在宅で障害者等を介護する家族等が新型
コロナウイルス感染症にり患した場合で
も、要介護者の家庭での生活を支え、り
患した家族が安心して療養に専念できる

環境を整えます。

在宅要介護者等受入体制整
備
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計画量 実績 計画量 実績 計画量 実績見込

所管課令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和３年度～令和５年度の実績
及び見込の状況説明

No 施策 取組内容

計画事業量
取組内容ごと
の達成区分 未達成理由

ホーム柵設置
１か所

累計３か所
１か所

累計３か所
１か所

累計４か所
0 - 0

令和３年度はＪＲ浅草橋駅可動式ホーム
柵を設置。令和４年度に完成予定であっ
たJR鶯谷駅可動式ホーム柵については、
世界的な半導体供給不足の影響により、
工事が延期となっている。

△未達成
JR鶯谷駅可動式ホーム柵につ
いて、世界的な半導体供給不
足の影響により、工事延期。

計画調整課
（現・都市計画課）

バリアフリー化助成
１件

累計３１件
２件

累計３２件
１件

累計３２件
１件

累計３３件
１件

累計３３件
１件

累計３４件
◎達成 福祉課

77
障害者施設のバリアフリー化の
推進

区有施設のバリアフリー化を推進すると
ともに、民間のグループホーム等が実施
するバリアフリー化工事への助成につい
て、検討します。

ー ー ー ー ー ー ー

区有施設の整備については法令に則り対
応している。民間施設のバリアフリー化
に対する助成制度については具体的な検
討は進んでいない。

△未達成 検討が進んでいないため。 障害福祉課

乳幼児健康診査 実施 実施 実施 実施 実施 実施

障害等の早期発見を図るため、各健診で
の診査及び保健指導を行うとともに、必
要に応じて療育機関を案内し早期療育・
相談支援に結びつけている。

◎達成 保健サービス課

早期発見や適切な支援を継続的に実施で
きるよう、療育機関と情報共有や意見交
換を適宜実施している。

保健サービス課

●台東保健所母子保健事業との連携
発達相談事業への職員派遣(こども療育担
当より２名)
・令和３年度　月１回実施
・令和４年度　月１回実施
・令和５年度　月１回実施見込み

松が谷福祉会館

障害の相談支援が必要でありながら、自
ら相談することが難しい家庭について
は、関係機関と連携をとりながら支援し
ている。また、養育困難・虐待等の発生
の原因に障害の可能性がある場合も相
談・療育等の機関につなげる支援を行っ
ている。

子ども家庭支援センター

台東保健所、浅草保健相談センターにお
いて健診などの従事者で連絡会を実施
し、早期発見や適切な支援につなげてい
くための情報共有や意見交換を実施

保健サービス課

小学校の就学時健康診断においては、学
校への説明会や反省を行う等、教育委員
会と学校間における情報共有や意見交換
を行い、障害の早期発見に十分留意のう
え実施

学務課

80 巡回訪問（再掲） 松が谷福祉会館

80 巡回訪問
保育園・幼稚園・こども園等への巡回訪
問を実施します。

巡回訪問 １４０件 １３６件 １４０件 １６８件 １４０件 １５０件
令和５年度には心理職員を増員し、巡回
訪問の取組みを充実させていく。また、
行計の計画量も150件とした。

△未達成

(令和３年度)
新型コロナウィルス感染症の
影響により訪問先のクラスや
園が休園になる等、当日キャ
ンセルになることがあった。

松が谷福祉会館

81 家庭への支援
一時的に家庭での介護が困難となった場
合等の支援として、日中一時支援や緊急
一時保護を実施します。

日中一時支援、緊急一時保
護

実施 実施 実施 実施 実施 実施

(令和３年度)
緊急一時保護　延利用人数182人
日中一時支援　実利用者数16人（延443
日）

◎達成 障害福祉課

76 バリアフリー化助成の実施

鉄道事業者が行う鉄道駅ホーム柵等の整
備事業に対し、その経費の一部を助成す
るとともに、診療所や薬局等のバリアフ
リー化工事に対する助成を行います。

【基本目標Ⅲ】　障害児支援の充実

施策の方向性８　成長段階に応じた一貫した支援

施策１　障害の早期発見

78 早期発見と療育機関との連携
乳幼児健康診査・相談事業において障害
を早期に発見し、専門的な支援につなが
るよう、療育機関との連携を図ります。

療育機関との連携 実施 実施 実施 実施 実施 実施 ◎達成

年２回 年２回 年２回 ◎達成

施策２　年齢に応じた支援の推進（乳幼児期）

79 健診における発見精度の向上

乳幼児健康診査等の従事者間において連
絡会を開催し、情報共有や意見交換を行
い、発見精度の向上を図り相談機関へつ
なげていきます。

乳幼児健康診査等の従事者
による連絡会

年２回 年２回 年２回
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計画量 実績 計画量 実績 計画量 実績見込

所管課令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和３年度～令和５年度の実績
及び見込の状況説明

No 施策 取組内容

計画事業量
取組内容ごと
の達成区分 未達成理由

巡回相談 実施 実施 実施 実施 実施 実施
(令和３年度)８件
(令和４年度)11件
(令和５年度)15件見込

◎達成 学務課

教育相談連携訪問 実施 実施 実施 実施 実施 実施
(令和３年度)30回
(令和４年度)28回
(令和５年度)同程度実施予定

◎達成 教育支援館

こころの相談室医師の訪問 実施 実施 実施 実施 実施 実施
(令和３年度)38回
(令和４年度)41回
(令和５年度)同程度実施予定

◎達成 教育支援館

83
幼児、児童、生徒の安全確保の
支援

学校・園に、特別支援教育支援員を配置
し、配慮を要する幼児・児童･生徒の安
全確保の支援を行います。

特別支援教育支援員の配置 実施 実施 実施 実施 実施 実施

幼稚園 (令和３年度)33名
　　　 (令和４年度)37名
保育園 (令和３年度)50名
　　　（令和４年度)57名
こども園(令和３年度)６名
　　　　(令和４年度)７名
小・中学校(令和３年度)101名
　　　　　(令和４年度)97名
令和５年度も同程度配置予定

◎達成 教育支援館

84 こどもクラブ高学年障害児保育

高学年障害児対応こどもクラブで障害児
保育を実施します。また、施設の改修に
合わせて障害児保育に対応した施設の整
備を検討していきます。

高学年障害児対応こどもク
ラブ

実施
累計13か所

実施
累計13か所

実施
累計13か所

実施
累計13か所

実施
累計13か所

実施
累計13か所

１３か所のこどもクラブ（千束、池之
端、谷中、松が谷、松葉、下谷、寿、寿
第2、竜泉、北上野、金竜、蔵前、根岸）
では、トイレ設備等の対応を行い、高学
年障害児保育を実施。
令和３年度合計　３人
令和４年度合計　３人(R5.2.1時点）
令和５年度合計　１人（見込）(R5.2.1時
点)

◎達成
児童保育課（放課後対策担

当）

85 就学相談、通級相談

障害児の生活や学習上の困難に寄り添っ
て一人ひとりの教育的ニーズを把握し、
持てる力を高める適切な指導・支援を受
けられるよう、就学相談や通級相談を実
施します。

就学相談、通級相談 実施 実施 実施 実施 実施 実施

●就学相談
(令和３年度)96件
(令和４年度)122件
●通級相談
(令和３年度)480件
(令和４年度)304件

※令和５年度もほぼ同数程度の見込み

◎達成 学務課

82
学校・園への巡回相談等（再
掲）

学務課
教育支援館

86 副籍制度の推進
特別支援学校に在籍する児童・生徒が居
住する地域の小中学校と交流する副籍制
度を実施します。

副籍制度実施率 100% 100% 100% 100% 100% 100%

学校だより等の交換（間接交流）と行事
等への参加（直接交流）を小・中学校で
実施。
●副籍実施校
(令和３年度)24校
(令和４年度)24校
(令和５年度)24校（見込み）

◎達成 学務課

83
幼児、児童、生徒の安全確保の
支援（再掲）

教育支援館

学校教育相談講座 ６回 中止 ６回 ６回 ６回 ６回 △未達成

(令和３年度)
新型コロナウイルス感染症に
より、事業を一部中止したた
め

教育支援館

特別支援教育支援員研修会 ６回 ４回 ６回 ６回 ６回 ６回

(令和３年度)業務説明会１回・研修会４
回
(令和４年度)業務説明会１回・研修会６
回
(令和５年度)業務説明会１回・研修会６
回予定

△未達成
新型コロナウイルス感染症に
より、事業を一部中止したた
め

教育支援館

82 学校・園への巡回相談等

専門家による学校・園への巡回相談等に
より、配慮を要する幼児・児童･生徒に
関して、教職員等に対し適切な指導･助
言を行います。

施策３　年齢に応じた支援の推進（学齢期）

87
特別支援教育に携わる教職員等
への研修

特別支援教育に携わる教職員等の資質向
上のため、学校教育相談講座を実施しま
す。また、特別支援教育支援員への研修
を行い、児童・生徒の支援に活かしま
す。
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計画量 実績 計画量 実績 計画量 実績見込

所管課令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和３年度～令和５年度の実績
及び見込の状況説明

No 施策 取組内容

計画事業量
取組内容ごと
の達成区分 未達成理由

88 在学中からの就労支援

特別支援学校と障害者就労支援室が連携
し、在学中から就労支援を実施するとと
もに、関係機関で構成される台東区障害
者関係機関連絡会通所部会を開催し、各
学校の卒業生の進路についての情報共有
を行います。

台東区障害者関係機関連絡
会通所部会

年２回 年２回 年２回 年２回 年２回 年２回
台東区障害者関係機関連絡会通所部会を
開催し、各特別支援学校の卒業生の進路
について情報共有。

◎達成 障害福祉課

特別支援学校主催により、個別支援会議
を希望する在学者の保護者、区関係者等
が集まり開催している。
※個別支援会議（墨田特別支援学校、墨
東特別支援学校；夏季支援会議）

実施人数
令和３年度９人（墨田３人、墨東６人）
令和４年度６人（墨田４人、墨東２人）

障害福祉課

必要に応じて個別支援会議に参加 保健サービス課

特別支援学校での福祉サービス説明会を
年に１回ずつ実施し、教育機関と協力・
連携し、適切なサービスを利用できるよ
う支援している。

実施回数
令和３年度　墨田特別支援学校１回、墨
東特別支援学校１回
令和４年度　墨田特別支援学校１回、墨
東特別支援学校１回

障害福祉課

保健予防課

●サポートファイル配布
・令和３年度　59冊
・令和４年度　60冊（活用実態アンケー
ト実施)
・令和５年度　50冊見込み
●ダウンロード数
・令和３年度　381件(R3.1～12）
・令和４年度　194件(R4.1～12)

松が谷福祉会館

サポートファイルに保管する情報提供の
資料として、「就学支援シート」を就学
相談時や、配布を希望される方に随時配
布。

学務課

●発達障害児の育成に関わる関係機関連
絡会を開催（松が谷福祉会館こども療育
室主催　年１回）
・令和３年度　１回実施（書面開催）
・令和４年度　１回実施（書面開催）
・令和５年度　１回実施見込み

松が谷福祉会館

発達障害児の育成に関わる関係機関連絡
会に参加（松が谷福祉会館こども療育室
主催）

保健サービス課

93
松が谷福祉会館こども療育室の
相談・通所事業の充実

乳幼児期から学齢期までの一貫した相談
支援の実施や、乳幼児期から学齢期ま
で、発達段階、障害種別に応じた療育が
提供できる体制を検討します。

ー ー ー ー ー ー ー

乳幼児期から学齢期までの一貫した相談
支援や発達段階、障害種別に応じた療育
の提供体制について検討
●相談児・通所児数
(令和３年度)相談児378人　通所児123人
(令和４年度)相談児400人　通所児138人
(令和５年度)相談児320人　通所児130人
見込み

◎達成 松が谷福祉会館

特別支援学校、保護者、区関係
機関による個別支援会議

特別支援学校に在籍する生徒の卒業後の
進路検討のため、必要に応じて、特別支
援学校、保護者、区関係機関による個別
支援会議を実施します。

個別支援会議

施策４　年齢に応じた支援の推進（学校卒業までの支援）

年１回 年１回 年１回 年１回 ◎達成

◎達成

90 障害福祉サービス説明会

特別支援学校等に在籍している生徒の保
護者等の要望に対して、障害福祉サービ
ス説明会を実施し、サービス内容の理解
を促進します。

障害福祉サービス説明会 年１回 年１回

実施 実施 実施 実施 実施 実施89

施策５　乳幼児期から成人期までの一貫した支援

91 関係機関との情報共有

保護者（本人）が、日常生活での配慮点
や特性、これまで受けてきた支援情報な
どの本人情報の記録をサポートファイル
に保管し、それを活用して関係機関との
情報共有を図ります。また、関係機関は
その作成を支援するため、支援情報の提
供を行います。

サポートファイルを用いた
情報共有

実施 実施 実施 実施 実施 実施 ◎達成

各支援機関のネットワーク
による一貫した相談支援

実施92
各支援機関とのネットワークを
用いた相談支援

各支援機関（保健所、松が谷福祉会館こ
ども療育室、各教育機関、各相談支援事
業所など）が連携して構築したネット
ワークにより、乳幼児期から学校卒業ま
での一貫した相談支援を行います。

実施 ◎達成実施 実施 実施 実施
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計画量 実績 計画量 実績 計画量 実績見込

所管課令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和３年度～令和５年度の実績
及び見込の状況説明

No 施策 取組内容

計画事業量
取組内容ごと
の達成区分 未達成理由

(令和４年度)
９月、基本構想策定
その後、基本計画策定中
(令和５年度)
基本計画策定。
基本設計及び実施設計に着手予定

子ども家庭支援センター
（現・子育て・若者支援課
（（仮称）北上野二丁目福

祉施設整備担当））

庁内検討会議のメンバーとして、新施設
における生きづらさや困難を抱えた若者
に対する相談支援体制を検討

子育て・若者支援課

庁内検討会議のメンバーとして、新施設
における児童発達支援センターの整備及
び乳幼児期から学齢期までの一貫した相
談支援や発達段階、障害種別に応じた療
育の提供体制について検討

松が谷福祉会館

庁内検討会議のメンバーとして、新施設
における障害福祉サービスや地域生活支
援事業の３障害対応の申請窓口の設置の
検討

障害福祉課

庁内検討会議のメンバーとして、新施設
における障害福祉サービスや地域生活支
援事業の３障害対応の申請窓口の設置等
の検討

保健予防課

庁内検討会議のメンバーとして、新施設
における母子保健に関する様々な相談・
支援機能について検討

保健サービス課

庁内検討会議のメンバーとして、新施設
における就学相談窓口設置や園児・児
童・生徒への特別支援教育事業の移行を
検討

学務課

庁内検討会議のメンバーとして、新施設
における教育支援館事業の移行を検討

教育支援館

95 児童発達支援センターの整備

（仮称）北上野二丁目福祉施設の機能の
一つとして、障害児やその家族からの相
談対応や、障害のある乳幼児を預かる保
育園等への援助・助言を行うなど、専門
機能を活かして児童発達支援の中核的な
役割を担う児童発達支援センターの整備
を推進します。

ー ー ー ー ー ー ー
（仮称）北上野二丁目福祉施設の整備検
討の中で児童発達支援センターの整備に
ついて検討

◎達成 松が谷福祉会館

95
児童発達支援センターの整備
（再掲）

松が谷福祉会館

103
重症心身障害児等を支援する通
所事業所の確保（再掲）

障害福祉課

82
学校・園への巡回相談等（再
掲）

学務課
教育支援館

94
（仮称）北上野二丁目福祉施設
の整備

松が谷福祉会館における障害者自立支援
センター及び障害者デイサービスの機能
の充実に加え、子供・若者に関する様々
な相談に対応できる相談窓口や、地域の
中核的な療育施設となる児童発達支援セ
ンターの設置、困難を有する若者の相
談・支援を進めます。
令和３年度から、基本構想の策定に取り
組みます。

ー ー ー ー ー

施策６　障害児の日中活動の場の充実

施策の方向性９　発達障害児の支援体制の強化

施策１　早期発見体制の推進

ー ー ー
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計画量 実績 計画量 実績 計画量 実績見込

所管課令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和３年度～令和５年度の実績
及び見込の状況説明

No 施策 取組内容

計画事業量
取組内容ごと
の達成区分 未達成理由

80 巡回訪問（再掲） 松が谷福祉会館

●巡回訪問研修
公立保育園からの依頼により、心理士が
園を訪問して職員(支援員含む)に発達の
気になる子への対応方法を具体的に研修
形式で助言する。
(令和３年度)０回
(令和４年度)２回
(令和５年度)２回程度見込み

△未達成

(令和３年度)
新型コロナウイルス感染症拡
大防止の観点から、実施を見
合わせたため

松が谷福祉会館

教育相談所内研修会
(令和３年度)７回
(令和４年度)８回
(令和５年度)８回予定

◎達成 教育支援館

39
発達障害児（者）の総合的な相
談支援(再掲)

保健サービス課
松が谷福祉会館
教育支援館
保健予防課

78
早期発見と療育機関との連携
（再掲）

保健サービス課
松が谷福祉会館

子ども家庭支援センター

97 特別支援教室
区立の全小・中学校において、在籍校で
巡回指導教員による特別な指導が受けら
れる特別支援教室を実施します。

特別支援教室 実施 実施 実施 実施 実施 実施

小学校は平成２９年度から、中学校は令
和２年度から全ての区立学校で実施

利用児童数（各年５月１日現在）
●小学校
(令和３年度)265人
(令和４年度)271人
(令和５年度)244人見込み
●中学校
(令和３年度)62人
(令和４年度)66人
(令和５年度)75人見込み

◎達成 学務課

85 就学相談、通級相談（再掲） 学務課

98 子育て総合相談

子育てに関する相談を実施する中で、障
害の有無にかかわらず、保護者・家族か
らの子どもの発達についての相談に対応
します。

子育て総合相談 実施 実施 実施 実施 実施 実施

子育て総合相談（３センター合計）
令和３年度　5,434件
令和４年度　5,137件（令和４年１２月末
時点）

◎達成 子ども家庭支援センター

99 子育て支援プログラム

発達障害に特化した子育て支援プログラ
ムとして、保護者・家族が子供の行動分
類や適切な指示方法、関係機関との関わ
り方等を学ぶペアレントプログラムを実
施します。

ペアレントプログラム 年２回 年１回 年２回 年２回 年２回 年２回

(令和３年度)１回（動画配信）
(令和４年度)２回（ワークショップ形
式）
(令和５年度)２回見込み

△未達成

(令和３年度)
新型コロナウイルス感染症拡
大防止の観点から、動画配信
形式をとり１回の実施となっ
た。

松が谷福祉会館

100 遠隔相談サービス

新型コロナウイルス感染症の拡大など、
対面での対応が困難な場合においても、
相談を受けることができるようにするた
め、タブレット型端末等を利用した遠隔
相談サービスを実施します。

タブレット型端末による遠
隔相談サービス

実施 実施 実施 実施 実施 実施

令和２年６月より通所事業を再開。オン
ライン相談及びリモート観察ができる環
境を整えていたが実績は無し。映像を通
してでは、子どもの動きが追えない場合
や、音声の不鮮明な場面があり適切な情
報が得られないことが課題。

◎達成 松が谷福祉会館

施策２　相談・支援体制の充実

実施 実施 実施 実施 実施 実施96
子供に関わる関係機関職員の資
質向上

発達障害に関する研修や保育園や幼稚
園、こども園、学校への巡回訪問時の支
援方法の助言等により、教員・保育士な
ど子供に関わる関係機関職員の対応力を
高めます。

関係機関職員の資質向上
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計画量 実績 計画量 実績 計画量 実績見込

所管課令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和３年度～令和５年度の実績
及び見込の状況説明

No 施策 取組内容

計画事業量
取組内容ごと
の達成区分 未達成理由

91 関係機関との情報共有（再掲）
松が谷福祉会館

学務課

96
子供に関わる関係機関職員の資
質向上（再掲）

松が谷福祉会館
教育支援館

95
児童発達支援センターの整備
（再掲）

松が谷福祉会館

発達障害に関する講演会・
啓発事業

年２回 年１回 年２回 年２回 年２回 年２回

●総合発達支援体制庁内検討会主催の講
演会
・令和３年度　１回（動画配信）
・令和４年度　２回（動画配信）
・令和５年度　２回見込み（動画配信・
参集形式）
※啓発活動の一環としてVR体験も実施予
定

◎達成
(令和３年度)
新型コロナウイルス感染症の
ため

松が谷福祉会館

リーフレット配布等による
普及・啓発

実施 実施 実施 実施 実施 実施

●リーフレット作成・配布
(令和４年度)
学齢版、成人版の在庫切れに伴い三部作
の内容を見直した改訂版を作成（乳幼児
版2,000枚、学齢版3,000枚、成人版2,000
枚）
(令和５年度)
関係各所へ配布

◎達成 松が谷福祉会館

令和５年度より、障害福祉課に医療的ケ
ア児等コーディネーターを配置し、医療
的ケア児及びその家族の支援にあたって
いく

障害福祉課

令和５年度の実施に向けて検討会議に参
加

保健予防課

103
重症心身障害児等を支援する通
所事業所の確保

重症心身障害児や医療的ケア児が身近な
地域で必要な支援を受けて生活できるよ
う、重症心身障害児等を対象とした児童
発達支援事業所、放課後等デイサービス
事業所について、令和２年度より拡充し
た助成制度を活用しながら、民間施設等
の確保を図ります。

重症心身障害児等の通所事
業所の整備

０件 ０件
１件

累計１件
１件

累計１件
０件

累計１件
１件

累計２件

令和４年４月１日　ほわわ台東（児童発
達支援事業所）開設
令和６年１月（仮称）おれんじ学園台東
（放課後等デイサービス）開設予定

◎達成 障害福祉課

48
医療的ケアに対応する施設への
支援（再掲）

障害福祉課

49
重症心身障害児（者）等在宅レ
スパイト事業の充実（再掲）

障害福祉課

施策３　継続支援体制の強化

施策４　普及・啓発の促進

101 講演会・啓発事業

発達障害の特性や当事者への社会的配
慮・サポートの重要性、適切な対応への
理解を促進するため、講演会等を実施し
ます。また、ライフステージごとのリー
フレットを配布し、啓発を推進します。

検討 検討 実施 実施 ◎達成

施策の方向性10　重症心身障害児及び医療的ケア児への支援の充実

施策１　重症心身障害児及び医療的ケア児への支援の充実

102
医療的ケア児支援のための協議
の場の運営

コーディネーターの配置や外部委員を含
めた委員構成の検討など、運営体制の充
実を図りながら、医療的ケア児への適切
な支援に向けた協議を行います。

コーディネーターの配置 検討 検討
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計画量 実績 計画量 実績 計画量 実績見込

所管課令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和３年度～令和５年度の実績
及び見込の状況説明

No 施策 取組内容

計画事業量
取組内容ごと
の達成区分 未達成理由

104 就労支援室による就労相談

障害者就労支援室では、一般就労を希望
する障害者などに対して障害特性に応じ
た就労相談を行い、企業等へのマッチン
グや就労定着、生活支援などの支援に結
びつけています。雇用情勢が厳しい中に
おいても、障害者の一般就労を推進する
ため、今後も、東京都障害者職業セン
ター等の関係機関との連携をさらに強化
して、就労相談を実施します。

障害者就労支援室の登録者
数

３０５人 ３２２人 ３０７人

３３４人
（令和５年
１月末時
点）

３１０人 ３４６人

●相談数
(令和３年度)就職前相談1,264件
　　　　　　就職後相談5,786件
(令和４年度)就職前相談1,085件
　　　　　　就職後相談4,364件
※令和４年度は令和５年１月現在の数

◎達成 障害福祉課

105
支援員の資質向上、地域開拓促
進コーディネーターの配置

就労支援室の支援員の更なる資質の向上
に努め、各障害特性「身体障害・知的障
害・精神障害（発達障害）」に応じた支
援を実施します。また、企業等に対する
アプローチを推進するため、専任の地域
開拓促進コーディネーターの配置を継続
します。

地域開拓促進コーディネー
ターの配置

１人 １人 １人 １人 １人 1人

一般就労者数実績
(令和２年度)１９人
(令和３年度)４２人

就労支援室のジョブコーチ（就労支援
員）は、各種研修への参加や「就労部
会」におけるケース検討の実施などによ
り、資質向上に努めている。
(令和２年度)研修件数　17件
(令和３年度)研修件数　26件
毎年、地域開拓促進コーディネーターを
１名配置し、ハローワークなどと連携
し、企業開拓に努めている。

◎達成 障害福祉課

106
在学中からの一般就労へ向けた
個別支援会議

特別支援学校との連携を強化し、在学中
から一般就労に向けた体制づくりを行う
ため、必要に応じて特別支援学校、保護
者、関係機関による個別支援会議を実施
します。

個別支援会議 実施 実施 実施 実施 実施 実施 ◎達成 障害福祉課

障害福祉課

事業は実施しているが、実績なし 保健予防課

108
成人期の発達障害者への社会参
加支援事業

対人関係スキル等のトレーニング、就労
につなぐ相談支援など成人期の発達障害
に特化した社会復帰相談指導事業（デイ
ケア）を実施します。

成人期の発達障害者に対す
る社会復帰相談指導事業

実施 実施 実施 実施 実施 実施
(令和３年度)延べ利用者数　71名
(令和４年度)延べ利用者数　31名

◎達成 保健予防課

109 就労トレーニング

区役所等で行う職場体験訓練である就労
トレーニングを通じて、障害者の社会参
加の場を提供し、就労意欲の向上を図る
とともに、一般就労に向けた支援を行い
ます。

就労トレーニング延べ参加
者数

１００人 ８４人 １００人

１２９人
（令和５年
２月末時
点）

１００人 １００人

(令和３年度)
延べ実施回数４６日
(令和４年度)
延べ実施回数７６日
※令和５年２月末時点

△未達成

(令和３年度)
新型コロナウイルス感染症の
影響によりトレーニング事業
が中止になったため。

障害福祉課

障害者・関係者への情報提
供

実施 実施 実施 実施 実施 実施 ◎達成 障害福祉課

自立支援協議会就労部会に
おける講演会

年１回 年１回 年１回 年１回 年１回 年１回 ◎達成 障害福祉課

【基本目標Ⅳ】　自立や生きがいに結びつく就労支援の充実

施策の方向性11　就労の場と機会の充実

施策１　安心してチャレンジできる体制の整備

107 就労アセスメント
就労継続支援事業を希望する利用者が適
切なサービスを受けられるような就労面
のアセスメントを実施します。

就労アセスメント 実施

施策２　就労意欲促進の取り組み

110 障害者・関係者への情報提供

障害者、家族に対し、福祉作業所等と障
害者就労支援室が連携し、一般就労へ向
けた支援や障害者雇用企業の紹介などの
情報提供を実施します。また、地域自立
支援協議会就労部会において、講演会な
どを開催します。

実施 実施 実施 実施 実施 ◎達成
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計画量 実績 計画量 実績 計画量 実績見込

所管課令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和３年度～令和５年度の実績
及び見込の状況説明

No 施策 取組内容

計画事業量
取組内容ごと
の達成区分 未達成理由

産業振興課

障害福祉課

台東地区労働関係官公庁連
絡会議

年１回 年１回 年１回 年１回 年１回 年１回 ◎達成 産業振興課

地域自立支援協議会の就労
部会

年１２回 年１２回 年１２回 年１２回 年１２回 年１２回 ◎達成 障害福祉課

112
ハローワークと連携し、障害者
雇用促進に関する情報を発信

ハローワークと連携し、障害者雇用促進
に関する法改正などの情報を発信し、企
業に対する啓発に努めます。

障害者雇用促進に関する情
報発信

実施 実施 実施 実施 実施 実施

企業訪問や企業見学時に、企業から問い
合わせがあった場合や必要に応じて情報
を提供している。また、企業より相談が
あった場合、仕事の切り出しや障害者雇
用に対する不安などを聞き取り必要に応
じて助言を行っている。

◎達成 障害福祉課

受注促進支援 実施 実施 実施 実施 実施 実施

令和３年度に北上野に共同作業場を整
備。作業場兼倉庫として活用中
●受注実績
(令和３年度)２件　延べ１０事業所参加
(令和４年度)６件　延べ１５事業所参加
●受注金額実績
(令和３年度)総額228,650円
(令和４年度)総額587,490円
※令和４年度は令和５年１月末時点の実
績

◎達成 障害福祉課

経営コンサルティング・自
主製品の高付加価値化など
の支援

実施 実施 実施 実施 実施 実施

●経営コンサルティング支援実績
(令和３年度)４事業所　延べ１２回支援
(令和４年度)２事業所　延べ６回支援
●デザイン支援実績
(令和３年度)２事業所
(令和４年度)２事業所
●工賃向上講習会
(令和３年度)２回実施（１回分新型コロ
ナウイルスの影響により中止）
(令和４年度)３回実施（予定）

◎達成 障害福祉課

障害者日中活動系サービス推進事業補助
金により、就労継続支援事業所に対して
利用者数等に応じて運営費を補助

障害福祉課

就労継続支援事業所、地域活動支援セン
ターに対して、安定した施設運営を支援
するため、事業費助成等を実施

保健予防課

115 障害者優先調達推進法への対応

障害者優先調達推進法に基づき、本区の
調達方針を毎年度策定し、区が物品や
サービスを調達する際、障害者就労施設
等から優先的・積極的に購入することを
推進します。

障害者優先調達推進法への
対応

実施 実施 実施 実施 実施 実施

予算積算時期に合わせて障害福祉課より
調達方針を策定し、各課へ障害者就労施
設等からの積極的な物品及び役務を調達
するよう通知を発信。
●受注実績
(令和３年度)９件　計7,770,532円
(令和４年度)未調査

◎達成 障害福祉課

施策３　地域のネットワークによる支援

111
地域の雇用機関等との連携の推
進

台東区地域雇用問題連絡会議、台東地区
労働関係官公庁連絡会議及び地域自立支
援協議会の就労部会を通じて地域の雇用
機関等との連携を図りながら就労支援を
行います。

台東区地域雇用問題連絡会
議

年２回 年２回 年２回

施策４　福祉的就労をしている障害者への支援

113 福祉作業所等工賃向上支援

都や他区市町村と連携して受注促進を行
うとともに、共同受注に対応できる作業
場兼倉庫を引き続き確保することで、利
用者への仕事量の安定化を図ります。ま
た、経営改善や自主製品の開発に意欲的
な福祉作業所等には、講習会や中小企業
診断士による経営コンサルティング、デ
ザイナー・クリエイターによる自主製品
の高付加価値化などの支援を実施しま
す。

◎達成

年２回 年２回 年２回 ◎達成

実施 実施 実施 実施 実施 実施114
就労継続支援事業所、地域活動

支援センターへの支援

日中活動の場として、福祉的就労を担っ
ている就労継続支援事業所、地域活動支
援センターが、安定して運営できるよう
に必要な支援を行います。

就労継続支援事業所等への
支援
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計画量 実績 計画量 実績 計画量 実績見込
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取組内容ごと
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116 一般就労者交流会の充実

障害者就労支援室が相談支援事業所と連
携して、一般就労に関して気軽に相談で
きたり、お互いの悩みを相談し合える仲
間づくりの場である「一般就労者交流
会」を実施するとともに、ビジネスマ
ナー等の勉強会等を実施します。

一般就労者交流会 ３回 ２回 ３回 ２回 ３回 ３回
(令和３年度)２回
(令和４年度)２回（見込み）

△未達成
新型コロナウイルス感染症の
影響により中止となったため

障害福祉課

117 就労後の定着支援や生活支援

障害者就労支援室の支援員が一般就労し
ている障害者の職場に定期的に訪問し、
就労定着できるよう支援をします。就労
中の障害者の日常生活支援については、
障害者就労支援室と関係事業所、相談支
援事業所等が連携し、相談支援などを行
います。

就労後の定着支援、生活支
援

実施 実施 実施 実施 実施 実施

●定着支援実績
(令和３年度)3,870件
(令和４年度)2,797件
●生活支援実績
(令和３年度)2,069件
(令和４年度)1,529件
※令和４年度は令和５年１月末時点の実
績

◎達成 障害福祉課

施策５　一般就労を継続できる支援体制の推進
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